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和泉小学校ピッグバンド部「ふれあいコンサート」
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l ::::t;6二ご二概合：）ついて！

＊ 不登校対策に取り組んでいます

I ＊ トレーディング・ゲームを開催しました

I ＊ 三学期のできごと

結成4周年とな った和泉小学校ビッグ

バンド部。

地域の方々との交流のひとつにと「ふれ

あいコンサート」を始めました。

これから、回を重ねるごとに地域の「名物」

となることが期待されます。
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平6'i17年4目
神田地区の中学較ガスクラムを組んで、さらに充実•発展！

「一饂・今川•練団」の 3 中学較ガ

袖田一鷹中学絞となります

※3絞を象徴する「神田」と再編統台されだ

学較は一鷹中学較の場所となることガら、
「神田一鷹中学較」としましだ。

3阪の良さを一つにあわせて、袖田に,J,さわしい挙餃を
「一麓・今川•練団」 3 絞の歴史・伝統・文化を

継承•発展させ、未来を拓く

生徒闊の交流
•生徒会の交流
●連合文化祭（合唱コン

ク→ル）・移動教室等

の学校行事の交流

互の授業参

流 II 
施可能な教科1戎お 1サるティ

ムンディフ域窓督—教室
）等で

千代田区教育委員会は、「千代田区新世紀構想」に示された基本理念である

「都心の魅力にあふれ、文化と伝統が息づくまち千代田」の実現を目指し、未来を

担う子どもたちに対して以下に示した人間像の育成に向けて教育を推進します。

●社会規範を身に付け、社会に貢献しようとする人間

●個性を磨き、生涯を通じて学ぶ意欲と創造力をもった人間

●豊かな心を備え、国際社会で活躍できる人間

また、学校教育及び社会教育を充実し、誰もが生涯を通じて主体的に学ぶこと

のできる生涯学習社会の実現を図るとともに、受け継がれてきた伝統文化を育て

ながら、千代田らしい新たな文化を創り出していけるようにします。

そして、教育は、家庭、学校及び地域のそれぞれが責任を果たし、連携して行わ

れなければならないとの認識に立って、千代田区に住み、働き、学び、集う、す

べての人々が教育に参加することを目指します。

【1.人権尊重の精神と社会性をはぐくむ教育の推進】

すべての学校教育活動を通して人権教育及び心の教育を充実させるとともに、社会性 ・

公共の精神をはぐくむ教育を推進します。

【2 個性と創造力を伸ばす教育の撫進】

基礎的な学力の向上を図るとともし、探究心、発想力や創造力を伸ばす教育を推進

します。あわせて、特色ある学校づくりを推進し ます。

【3.国際化、情報化社会に対応する教育の推進】

国際理解教育をより一層充実し、世界の中の日本人としてのアイデンテイティを育

てる教育を推進するとともに、情報教育や環境教育の推進を図ります。

【4.「生涯を通じた学習」と「文化・スポーツ」の振興】

人々が生涯にわたり充実した生活をおくり、自己実現を図るよう、さまざまな学習

機会を通じて、自ら学び、文化やスポーツに親しむ活動を推進します。

【5.区民の教育への参加と学校逼営の充実】

大学や企業・ NPO等との緊密な連携 ・協力のもとに、地域に根ざし区民の期待に

応えられる、開かれた学校運営を重視した教育行政を展開します。

コンピュータ教育 （千代田小にて） 小・中陸上競技大会
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教育研究所をお気軽にご利用ください
不登校に陥った場合、学校に行けない本人自身もなぜ学校にいけないのか、理由がよく分からないこと

が少なくありません。子どもによっては学校に行く準備をするのですが、朝になるとどうしても玄関を出

られないという場合もあります。このような例をひとつ取っても、叱って無理にでも登校させた方がいい

のか、休ませてあげた方がいいのか迷ってしまいます。子ども本人はもちろんのこと、 一番身近でそれに

対応する家族のストレスも大きいものです。

ご家庭での対応に困ったら、教育相談部が一緒に考えていきたいと思います。気軽にまずはご相談下さい。

（
 

） 
電話受付月～金午前 9時～午後 5時

相談時間月～金午前10時～午後 4時

＊予約制です(TEL3 2 5 6 -8 1 4 0) 

＊個人のプライバシー・相談内容に関する秘密は厳守致します

＊千代田区在住・在勤・在学の方の相談を無料で受け付けています。

相談受付

亭＊ ＊亭＊＊亭亭筆亭 ＊ 旱 亭峰亭旱亭＊＊＊＊＊疇亭＊亭＊亭＊＊＊筆

千代田区は不登校対策に全力で取り組んでいます
教育研究所の取り組み

全国で13万人を超える不登校の児童•生徒
文部科学省の調査によると、平成14年度全国の不登校児童生徒（年間30日以上の欠席者）数は13万

1, 2 1 1人と報告されました。前年度より若干減少したものの、小学生では 28 0人に 1人、中学生では

37人に 1人という割合は、依然として膨大な数で、 若者たちの社会問題にまで発展しています。

不登校に陥るきっかけは、友人や教師との関係をめぐる問題・学業不振・部活動への不適応・入学や進

級時の不適応など学校生活に起因するもの、家庭環境の急激な変化・親子関係をめぐる問題・家庭内の不

和など家庭生活に起因するもの、その他、本人の問題に起因するものなどが挙げられます。

このように、不登校となる背景にある要因や直接のきっかけは様々で、特定することができないことも

多いということに留意する必要があります。

例外ではない千代田区の児童•生徒
千代田区内の児童生徒も決して例外ではありません。そこで教育研究所相談部として不登校やその傾向

にある児童生徒•その保護者・担任の先生との相談をとおして、 学校復帰を目標に、「スクールカウンセリ

ング」「教育相談」「適応指導教室 （白鳥教室）」 の三つの柱で対応しています。

番曲）」＼にて

番町小にて

体
験
・
参
加
型
の
経
済
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ムを

区
立
小
・
中
学
校
で

『

ト

レ

ー

デ

ィ

ン

グ

・

ゲ

ー

ム

』

開

催

し

ま

し

た

体
験
型
起
業
家
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
小
学

校
6

校

（富
士
見
・
千
代
田
•
お
茶
の
水
・

番
町
・

昌
平
・
麹
町
）
と
中
学
校
2
校

（
一

橋
・
今
川
）
で
、
昨
年
11
月
か
ら

3
月
に
か

け
て
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
単
に
経
営
者
や
創

業
者
を
生
み
出
す
た
め
の
特
別
な
教
育
で
は

な
く
、
「
自
ら
課
題
を
発
見
し
、
自
分
で
方
策

を
考
え
、

実
行
す
る
力
を
持
っ
た
自
律
的
な

人
材
」
や
「
多
少
の
リ
ス
ク
を
恐
れ
る
こ
と

な
く
、
新
し
い
こ
と
に
積
極
果
敢
に
挑
戦
す

る
人
材
」
を
育
成
す
る
、
ま
さ
に

「生
き
て

働
く
力
』
を
は
ぐ
く
む
教
育
活
動
で
す
。

〈スクールカウンセリング〉
教育相談の相談員 （臨床心理士）がスクールカウンセラーとして各学校を定期的

に訪問し、 学校の先生や保護者と不登校の子どもへのかかわりを話し合います。

長期的な面接相談が必要な場合は、定期的に親子が研究所での教育相談 （来所相談）

を受けるように勧めています。教育相談の相談員が各学校のスクールカウンセラー

を兼ねているため連携が図りやすく、 学校復帰のための早期対応が可能です。

〈教育相談〉
保護者と子どもそれぞれに、臨床心理士の資格をも った相談員が個別のカウンセリングを行っています。

保護者とのカウンセリングでは、子どもの行動をどう理解するか、家庭でどう

対応するかなどを話し合っていきます。また子どものカウンセリングでは、子

どもの気持ちを理解するように努めながら、子ども自身が動き始めることがで

きるように援助していきます。その後、小集団での適応力を培うために適応指

導教室「白鳥教室」への入級を勧めています。

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
職
業
観
や
課
題
解
決
能
力
を

は
ぐ
く
む
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
ま
す
。

〈ゲ
ー
ム
の
内
容
》

児
童

•
生
徒
が
、
架
空
の
国
別
チ
ー
ム
に

分
か
れ
、
配
ら
れ
る
様
々
な
資
源
を
活
用
し
、

製
品
を
作
り
、
市
場
で
換
金
す
る
疑
似
体
験

の
貿
易
取
引
ゲ
ー
ム
で
す
。
途
中
、
様
々
な

ト
ピ
ッ
ク
が
ゲ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
か
ら
指
示
さ

れ
、
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
ゲ
ー
ム
を
進
め

ま
す
。
最
終
的
に

一
番
お
金
を
所
有
し
て
い

る
こ
と
を
競
い
ま
す
。

〈白鳥教室〉
不登校の子どもたちが、学校の代わりに小集団で学習活動や体験活動をするための場で、 2名の指導員

が、 学習および集団活動の指導に当たっています。入級までには、見学や短時間の体験をとおして徐々に

気持ちを高め、焦ることなく本人の意志を尊重しながら進めています。入級に当たっては、保護者から在

籍校学校長をとおして「入級申込書」を教育研究所に申し込んでいただき、担当の相談員と入級時期など

について相談を進めて決定されます。

カリキュラムの中には、個々に対応した学習の他、スポーツ・ゲームや

調理実習・校外学習などの体験学習も定期的に取り入れています。通級

している生徒の在籍校とは定期的に連携を図りながら、学校復帰に向けて

対応しています。
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幼
・
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・
中
運
合

作
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展
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放 課 後 、 校 庭 で 学生ボラ ン ティ ア と

1
月

22日
（

木

）

、

九

段

小

が

、

家

庭

・

地

域

と

連

携

し

た

教

育

活

動

を

認

め

ら

れ

15年

度

東

京

都

教

育

委

員

会

表

彰

を

受

け

ま

し

こ
。

t
 

放

課

後

や

休

日

の

学

生

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

指

導

員

に

よ

る

遊

び

の

時

間

の

確

保

や

、

教

師

と

子

ど

も

た

ち

が

共

に

交

流

す

る

「

ワ

ッ

ハ

ッ

ハ

の

日

」

、

地

域

の

方

の

指

導

に

よ

る

「

九

段

囃

子

」

な

ど

の

日

常

の

取

り

組

み

が

評

価

さ

れ

た

も

の

で

す

。

今

回

、

小

学

校

で

受

賞

し

た

の

は

、

小

を

含

む

都

内

2
校

で

し

た

。

九

段

絵

画

や

彫

刻

・

書

道

な

ど

、

区

立

幼

稚

園

・

小

・

中

学

校

の

子

ど

も

た

ち

が

制

作

し

た

作

品

が

、

2
月

4
日

か

ら

6

日

ま

で

富

士

見

小

学

校

講

堂

に

展

示

さ

れ

ま

し

た

。
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九
段
小
が
東
京
都
教
育
委
員
会

表
彰
を
受
け
ま
し
た
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-- -:-9 T 」
ュー = -

→ユ1，

---' 彎•· ．、 ＿＿—,漣亡立

吉山子どもの城「めずらし楽器大集合」番町幼

遠

足

2
月

3
日

（

火

）

、

富

士

見

幼

稚

園

の

園

児

が

、

近

く

に

あ

る

フ

ラ

ン

ス

人

学

校

「

リ

セ

・

フ

ラ

ン

コ

・

ジ

ャ

ポ

ネ

」

の

幼

稚

園

児

と

一

緒

に

節

分

の

ま

め

ま

き

を

行

い

交

流

を

深

め

ま

し

た

。

リ
セ
・
フ
ラ
ン
コ
・
ジ
ャ
ポ
ネ
の

園
児
と
一
緒
に
節
分
ま
め
ま
き
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和
泉
小
学
校
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
部
『定
期
演
奏
会
』
が
開
か
れ
ま
す

今

回

は

、

ゲ

ス

ト

に

椎

名

豊

ト

リ

オ

を

迎

え

、

さ

ら

に

パ

ワ

ー

ア

ッ

プ

し

た

瀬

奏

会

を

目

指

し

て

い

ま

す

。

ジ

ャ

ズ

の

楽

し

さ

を

十

分

に

味

わ

っ

て

く

だ

さ

い

。

曲

目

／

茶

色

の

小

び

ん

テ

イ

ク

フ

ァ

イ

ブ

マ

イ

フ

ァ

ニ

ー

バ

レ

ン

タ

イ

ン

ほ

か

8
時

／

平

成

1

6

年

3
月

20日
（

士

）

開

場

／

午

後

0

時

30分
開

派

／

午

後

1
時

会

場

／

和

泉

小

入

場

無

料

【

問

合

せ

】

和

泉

小

3
8
6
6ー

3
9
3
9
教

頭

又

は

長

岡

教

諭

ヘ

ヽ

ヽ

4
月

か

ら

小

学

1
年

生

と

な

る

神

田

保

育

園
・
西
神
田
保
育
園

•

お
茶
の
水
幼
稚
園
の

園

児

と

お

茶

の

水

小

学

校

1
年

生

が

、

2
月

27日

（

金

）

に

、

お

茶

の

水

小

学

校

で

「

ふ

れ

あ

い

給

食

」

を

行

い

ま

し
こ
。

t
 幼

稚
園
・
保
育
園
・
小
学
生

ふ
れ
あ
い
給
食

お
茶
の
水
小

2
月

22日

（

日

）

、

区

立

総

合

体

育

館

で

第

23回
千

代

田

区

ミ

ニ

バ

ス

ケ

ッ

ト

ボ

ー

ル

大

会

が

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

区

立

小

学

校

8
校

か

ら

17チ

ー

ム

が

参

加

し

ま

し

た

。

各

チ

ー

ム

と

も

日

頃

の

練

習

の

成

果

を

発

揮

し

て

、

闘

志

あ

ふ

れ

る

試

合

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

大

会

成

績

は

次

の

と

お

り

で

す

。

【

A
チ

ー

ム

（

各

校

選

抜

チ

ー

ム

に

よ

る

ト゚

ー

ナ

メ

ン

ト

）

優

勝

】

九

段

小

学

校

A

【

B
ブ

ロ

ッ

ク

優

勝

】

お

茶

の

水

小

学

校

B

【

C
ブ

ロ

ッ

ク

優

勝

】

九

段

小

学

校

B

【

D
ブ

ロ

ッ

ク

優

勝

】

千

代

田

小

学

校

B

最

優

秀

選

手

安

藤

七

生

さ

ん

（

九

段

小

6年
）

ミ
ニ
パ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た

------------------ 一 ---- _._.―._._._o-・-・-・-・-・-
こ

の

春

、

区

立

中

学

校

を

卒

業

す

る

生

徒

全

員

を

対

象

に

恒

例

の

雅

楽

教

室

が

3
月

5

日

（

金

）

に

行

わ

れ

ま

し

た

。

皇

居

東

御

苑

内

に

お

い

て

、

宮

内

庁

楽

部

の

方

々

の

演

奏

と

舞

い

を

鑑

賞

し

ま

し

た

。

千

代

田

区

立

中

学

校

卒

業

の

良

い

思

い

出

と

な

る

こ

と

で

し

ょ

う

。

雅

楽

教

室

1
月

27日

（

火

）

‘

-

橋

中

学

校

1
.
2

年

生

に

よ

る

皇

居

一

周

マ

ラ

ソ

ン

大

会

が

行

わ

れ

ま

し

た

。

桜

田

門

内

広

場

を

出

発

・

ゴ

ー

ル

地

点

に

学

年

・

男

女

別

に

5
分

お

き

に

ス

タ

ー

ト

し

ま

し

た

。

当

日

は

、

厳

し

い

寒

さ

で

し

た

が

、

生

徒

た

ち

は

一

周

約

5
kmの
コ

ー

ス

に

元

気

よ

く

飛

び

出

し

、

全

員

が

ゴ

ー

ル

し

ま

し

た

。

皇
居
一
周
マ
ラ
ソ
ン
大
会一

橋
中

7
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私
が

P
T
A
活
動
に
携
わ
っ
て

ち
ょ
う
ど
四
年
経
ち
ま
し
た
が
、
そ

の
間
に
中
等
教
育
学
校
の
試
案
作

り
か
ら
関
わ
り
、
在
来
型
中
学
校

の
整
備
に
関
す
る
協
議
会
に
も
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
よ
う
や
く
千
代
田
区

の
中
学
校
の
配
置
が
決
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
五
校
体
制
が
十
七
年
度
か
ら
――
―

校
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
区
中
p
（
千
代

田
区
立
中
学
校

P
T
A
協
議
会
）
の
活
動
も

今
後
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
ま
で
、
区
中

P
の
活
動
と
い
う
と
六

月
に
総
会
、
秋
に
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
を
開
催

す
る
の
が
年
間
行
事
で
し
た
。

今
年
度
は
麹
町
中
学
校
が
開
催
校
で
し
た
。

例
年
開
催
さ
れ
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
は
、

講
師
の
方
を
お
招
き
し
て
講
演
会
を
開
い
て

い
ま
し
た
。
毎
回
、
興
味
深
く
、
た
め
に
な

る
話
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
今

P
T
A
会

員
が
減
少
し
て
い
る
現
状
の
中
で
、
保
護
者

の
動
員
を
か
け
、
決
し
て
安
く
は
な
い
講
師

料
を
毎
回
支
払
っ
て
、
講
演
会
が
終
わ
っ
た

ら
解
散
と
い
う
の
で
は
、
経
費
も
か
か
る
し
、

保
護
者
に
負
担
を
か
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

私
は
、
せ
っ
か
く
五
校
の
保
護
者
が
集
ま

っ
た
の
で
す
か
ら
、
も
っ
と
有
意
義
な
会
に

で
き
な
い
も
の
か
と
思
い
、
検
討
し
た
結
果
、

各
校
の
委
員
会
よ
り
一
一
名
以
上
参
加
し
て
も

きょういく

随

想

ら
い
、
副
会
長
、
学
年
委
員
、
生
活
委
員
、

広
報
委
員
、
保
健

・
成
人
教
育
委
員
の
五
部

会
の
協
議
会
に
分
か
れ

『
P
T
A
活
動
の
活

性
化
へ
の
提
言』

と
い
う
テ
ー
マ
で
各
校
の

活
動
報
告
を
し
て
も
ら
い
、
あ
と
は
自
由
に

話
し
合
っ
て
も
ら
う
討
論
会
形
式
に
し
て
み

ま
し
た
。

子
ど
も
た

各
校
で
長
年
受
け
継
が
れ
て
き
た

P
T
A

活
動
は
、

学
校
ご
と
に
特
色
が
あ
り
、
参
考

に
な
る
こ
と
も
あ
る
し
、
感
心
さ
せ
ら
れ
る

事
柄
も
多
々
あ
り
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら

大
変
良
い
手
応
え
を
得
ら
れ
た
よ
う
に
思
い

ま
し
た
。

P
T
A
活
動
の
共
通
目
標
は
、

い
し
い

と
し
ゆ
き

想随

き
ょ
う
い
く

ち
が
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
中
で
伸
び
伸
び

と
学
生
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
保
護
者
と

教
師
が
連
携
を
密
に
し
、
地
域
と
の
関
係
も

強
化
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
す
。

現
社
会
で
は
、
ひ
と
昔
前
ま
で
は
考
え
に

く
い
凶
悪
事
件
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
行
政

と
学
校
だ
け
で
は
防
犯
に
対
応
し
き
れ
な
い

部
分
を
、
地
域
住
民
、
事
業
所
、

警
察
な
ど

と
連
携
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

P
T
A
活
動
と
し
て
、
地
域
の
お
祭
り
や
、

子
ど
も
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
て
い

る
学
校
も
あ
り
ま
す
。

P
T
A
の
役
割
が
、
年
々
増
え
て
き
て
い

ま
す
が
、
仕
事
を
持

っ
て
い
る
保
護
者
が
多

く
な
っ
て
き
て
い
る
の
も
現
実
で
、
ク
リ
ア

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
も
出
て
き
て
い

ま
す
。
そ
れ
か
ら
、

P
T
A
の
横
の
つ
な
が

り
を
深
め
、
情
報
交
換
し
て
い
こ
う
と
い
う

こ
と
で
す
。

ま
さ
に
十
六
年
度
か
ら
神
田
地
区
三
校
の

交
流
事
業
が
始
ま
り
ま
す
。
期
待
と
不
安
を

抱
い
て
い
る
保
護
者
の
方
々
が
上
手
く
交
流

で
き
る
よ
う
、
今
回
の
企
画
が
多
少
な
り
と

も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

新
年
も
あ
わ
た
だ
し
く
過
ぎ
、
も
う
卒
業

式
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

大
人
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
一
年
が
あ
っ

と
い
う
間
で
、
だ
ん
だ
ん
感
慨
も
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
の

一
年
で
め
ざ
ま
し
く
成
長
し
て
い
き
ま
す
。

昨
年
の

4
月
に
担
当
に
な
っ
て
か
ら
、

様
々
な
取
材
の
機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
子

ど
も
た
ち
の
成
長
の
様
子
に
驚
く
こ
と
が

た
び
た
び
で
し
た
。

さ
て
、
今
号
で
は
「
不
登
校
対
策
」
を
特

集
し
ま
し
た
。
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
の
健

全
育
成
に
不
登
校
対
策
は
大
変
重
要
で
す
。

不
登
校
と
な
る
要
因
や
き
っ
か
け
は
様
々

で
す
が
、
教
育
委
員
会
で
は
、
相
談
体
制
等

を
充
実
さ
せ
、
早
期
対
応
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

「
か
け
は
し
」
に
つ
い
て
の
ご
意
見
・
ご
感

想
・
ご
要
望
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

数
育
広
報
「
か
け
は
し
」
第
穴
十
三
号

平
成
十
六
年
三
月
十
七
日
発
行

編
集
発
行
／
千
代
田
区
教
育
委
員
会

雷

蜘

千
代
田
区
九
段
南
1
,
6
,
1
1

6
（ダ
イ
ヤ
ル
イ
ン
）
0
3
(5
2
1
1
)4
2
7
3

編

集

後

記
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